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 流域は運命共同体！水を使う者が自ら水を作れ！こうした理念を中下流域の市民が実現した物

語。 

１，東海地方を豪雨（2000 年 9 月）が降り、大きな水害をもたらした！！ 

2000 年 9 月 11～12 日にかけて，名古屋市を中心とした東海地方が，台風 14 号の影響により

活発化した停滞前線 (秋雨前線)による集中的な豪雨に見舞われ、名古屋市およびその周辺（中

京地区）で豪雨災害（水害）起こった。都市水害の恐怖を実感させる大きな被害で話題になりまし

た。 

山崩れが各地で発生し矢作ダムも土砂や流木で埋まり、矢作川上流の山も大きな被害が
ありました。 

谷に集まった雨は急流となり、沢を削
り取り立木もろとも大量の土砂を洗い流
し（沢抜け）、根が浅いスギ・ヒノキの森
で被害が甚大でした。矢作ダムも大量の
土砂と流木で埋まりました。 

その後、全国各地で同様の水害が頻発
しています。 

平成１２年東海地方を襲った豪雨で、矢作川研究所が山崩れの起こった山を調査した結果、以

下のことが分かりました。 

【調査結果】 

① ヒノキの人工林が 67％(47 箇所)を占める 

② 被害地は急傾斜地、38 度以上が 73％（51 箇所）を占める 

③ 林床の表土が流失し、細根が露出している森林が 80％（56 箇所）を占める 

④被害林ではひょろひょろの人工林 61％（37 箇所）を占める（線香林） 

この調査から、「人工林間伐手遅れによる荒廃が災害発生の確率が高いといえる。」と結論付けま

した。 

 安城市は、矢作川の水の恩恵を受けて、農業・工業・商業が発展した町です。特に、明治用水の

完成で農業が盛んになりかつては日本のデンマークと呼ばれるほどでした。 

 今、矢作川流域の山々は、全国の例にもれずスギ・ヒノキの放置林となっています。東海豪雨は、
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荒れた山を生態系豊かな森に戻すことが急務であることを教えてくれました。そして、最も大切なこ

とは、すぐに行動に移すことです。山は広大です。気が付いた人から行動することが最も需要です。 

荒れた山は待ったなしです。 

２，組織の立ち上げ 

平成11年、安城市では、環境首都をめざし、地球温暖化対策地域協議会を立ち上

げ、市民による環境活動に取り組む 15 グループが参加、協議会名を「エコネットあん

じょう」とし、規約を定めて主に安城市内で環境活動を開始しました。 

３，矢作川水源の森トラストプロジェクト立ち上げ 

 私たちは、「水を使う者は自ら水をつくれ」の理念のもとに、矢作川の水源地である長

野県根羽村の山林１２ha を市民の力で、購入する計画を立てました。「矢作川水源の

森トラストプロジェクト」です。 

 

左の記事は、 

平成 23 年 8 月 24 日

中日新聞朝刊に掲

載されもの 

 

購入予定地は、矢

作川の上流、根羽川、

小戸名川と名前を変

えて支流が流れる渓

谷。年中絶え間なく

清らかな水が流れる。 

源流の一滴から渓

流へと水量が増える

様子が観察できる。 

広葉樹豊かな山は、

「緑のダム」を実感で

きる場所である。 

「水源の森トラスト地」

として保全する 

 

このプロジェクトの目的は、次の二つです。 

① 水源の森を水の受益者で水源地を持つことの重要性を市民につたえること 

② 「水道の蛇口をひねる時、何時も上流の森を想え」。この理念を市民伝えること 

この事業の活動資金を得やすいように、寄付者に税額控除の特典がある認定特定
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非営利活動法人として登記の手続きを進めました。その理由は、矢作川の水源地であ

る長野県根羽村の山林１２ha を購入するために１２00 万円の資金が必要になったこと

です。 

以下、「矢作川水源の森トラストプロジェクト」の活動内容を紹介する。 

Action １  【フォーラムで水源の森づくりの重要性を市民に伝える】 

水の受益者を代表して安城市長、水源地を代表して根

羽村村長、生態系豊かな森づくりに取り組む森山まり子

会長、そして多くの市民の参加のもとに、明治用水土地

改良区会館でフォーラム開催ました。「流域は一つ、運

命共同体」の理念のもとに、両自治体が、連携して、水

源地を守る約束をしました。 

 

Action ２ 

【安城市・根羽村交流会―上流・下流の市民の交流を深め「流域社会をつくる」】 

清流での川遊び、マスの塩焼きなど都会にいては味わえない貴重な体験を味わった。毎年、安

城市では味わえない大人気のイベントとなっている。 

 

 

 

Action 3 

 

【矢作川源流桧原川で川遊びと地元の人々との交流を図る験！】 

 

清流での川遊び、マスの塩焼きなど都会では味わえない貴重な体験を味わった。毎年、大人気

のイベントとなっている。 

 

 

トラスト地を歩く 水源の森の水を味わう 五平餅を味わう 

活動内容の詳細 
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Action ４ 

【矢作川水源の森トラストの契約書を交わす】 

市民で作る水源の森づくり「矢作川水源の森トラストプロジェクト」を始めて 10 年、市民の寄付金

が 1200 万円に達しました。寄付をいただいた人は 3000 人を超します。このプロジェクトを理解し、

それぞれ熱い思いがこもっており、その願いを私どもに託された感じです。 

ある高齢の女性は、その昔、明治用水のおかげで農業ができたと水の大切さを身に染みた感想

を添えて 50 万円という高額寄付を寄せられた。名前も伏せて領収書も不要という申し出。この清ら

かで崇高な気持ちに感動したのも良い思い出でした。 

水のありがたさ、その水源地に思いをはせることの重要性をこのプロジェクトに取り組むことでに

より、市民の皆さんにある程度伝えることができた、と関係者一同安堵し

ています。 

 「水を使うものが自ら水をつくるべきである」と、初代安城町長（初代明

治用水理事長）岡田菊次郎翁が呼びかけて 100 年近く経過しますが、

今私たちが、そのご遺志をしっかりと受け継ぎましたと報告したいと思い

ます。同時に、後世の人たちにも崇高なご遺志を伝えていくことをここ

に誓いたいと思います。 

☜契約書を手に誓いを新たにする竹本和彦理事長 

 

 

Action ５ 

【安城市民の命を守る水源の森保全を求める請願書採択、そして実現へ】 

 

令和元年１２月１日、安城市議会議長あてに「安城市と根羽村の分収育林を広葉樹林に転換

し、水源の森、環境教育林として市民が親しめる森づくりを推進し、保全していただきたい。」

との請願書を提出し、採択いただきました。 

 その結果、令和 4 年 4 月、分収育林集育林事業は、令和 4 年 3 月を持って終
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了し、新たに「矢作川水源の森環境育林事業」が根羽村と安城市の間で締結され

ました。 

 環境育林協定では、従来の「水資源の涵養・森林資源の保護」だけでなく、「安

城市民への還元」、「SDGs への貢献・啓発」を目的に掲げ、これらを達成するた

めに、森林整備、矢作川上下流域の自治体間交流に加え、現在の人工針葉樹林か

ら、針葉樹と広葉樹の共生を図る「針広混交林への転換」を軸とした事業に取り

組みます。針広混交林への転換は、30 年から 60 年といった長い期間に渡り、間

伐、植樹、害獣対策など、地道な管理を要します。そうした森づくりの一端を、

矢作川上下流域の住民の皆さまと協働し、木育などの体験を通じて、水の大切さ

や森林の役割の理解を深め、次世代へ引き継いでいく環境教育活動を推進して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、「矢作川水源の森トラスト地」を活用して、流域社会の実現を目指してプロ

ジェクトの一層の推進に努めたい。具体的には、 

① ブナ・ミズナラを主木とした生態系豊かな水源の森づくりをする。現在は、炭焼き用

の二次林の雑木林である。植生調査の結果、ブナ主体の落葉広葉
樹林が成立しうる環境であり、山頂付近にはブナ林があります。茶

臼山山頂付近にはミズナラもあります。ブナは水源林のシンボル

でもあります。現在、ブナ、ミズナラのどんぐりを現地で拾い、苗づ

くりを始めている。今後、苗が成長した暁には「水源の森記念植樹」をしたい。 

② 根羽村は、人口減少で空き家屋が増えている。夏の避暑地としては最適である。

空き家を活用したクラインガルテンとして安城市民が活用できる施設にできたらと

思う。 

③ 矢作川水源の森トラスト事業を市民に伝える活動の推進 

今後の目標 
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私たち「エコネットあんじょう」は、培った環境活動の経験を生かして安城市指定管理

者施設である「柿田公園・里地」の環境拠点施設「エコきち」で市民を対象に環境学習

事業を実施している。「エコきち」における環境学習の一環として啓蒙活動をする。下

記のパネルは現在「エコきち」に展示されている水循環の説明である。（柿田公園管理事
務所「エコきち」HP= https://www.ecokichi.net/） 

④その他の目標 

〇行政との連携による市民のための水源の森づくりを進める。 

〇明治用水土地改良区との連携による水源の森づくりを進める。 

〇矢作川水源の森トラスト地、安城市茶臼山野外センター、安城市・根羽村分収育林

の一体化を図り、環境教育林の実現を図る。 

〇パンフレット「矢作川水源の森」の活用（別紙資料） 

トラスト地の渓流をさかのぼると「安城市茶臼山野外センター」があり、毎年、安城市

の中学１年生が山の学習を行う場所がある。 

 私たちは、「水道の蛇口をひねる時、何時も上流の森を想え」という願いを込めて、中

学生が森の大切さを学べるように、パンフレット「矢作川水源の森」を作成し、中学校に

配布した。 

また、DVD「命の水は、矢作川水源の森から生まれる」を作成した。トラスト地に足を

運ぶことは容易ではない。そこで、水源の森が私たち都市部に住む者にも大変重要

であることを体験できるように、DVD「命の水は、矢作川水源の森から生まれる」を作成

した。 

トラスト地を流れる渓流は、年中清らかな水が流れ、渓流沿いに佇むと、流れる空気

はうまい。この地から水とうまい空気がわがふるさと安城に運ばれて来ることを実感でき

る。 

 

 

エコネットあんじょうの会員で、矢作川水源の森トラスト事業を支える活動をしている例を紹介する。 

１，特定非営利活動法人森を再生する会の活動 

【設楽町裏谷西川における水源の森づくり植樹活動】 

矢作川水源の森トラスト事業を支えるその他の活動  
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愛知県設楽町西川（斉藤和彦さん所有の山林）における林層転換事業を 2001 年か

ら始めた。樹齢５０年ほどのスギを伐採し、広葉樹に変えるのは心が痛む。伐採した

木は売らないのですかと山主に聞くと、「赤字だよ」と寂し気な答えが返ってきた。山

が荒れ放題になる理由がわかった瞬間だった。 

植樹のあと、畠山重篤さんの講演を開催した。 

 

 

 

 

 

植樹のあと、「森は海の恋人」の著者である畠山重篤さんが、「森の腐葉土がつくるフ

ルボ酸が鉄養分を海に運び、プランクトンを増やして海を豊かにする働きがあるので、

「森は海の恋人」といわれる」と、森の重要性を三河の奥山から語ってもらいました。 
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左の記事は、 

毎日新聞記事に

掲載（平成 22 年

9 月 17 日金朝刊

東海ワイドに掲載

された 

 

 

樹齢４０年ほどのス

ギ・ヒノキの人工林、

今は放置林となって

いる。 

 

昭和 30 年～40 年

に行われた拡大造

林政策で植林され

たが、木材価格が

下落し、間伐等手

入れがされなくなっ

た。 

 

この山を買い取り、

市民で、生態系豊

かな水源の森づくり

をしている。 

 

＜会として山林を購入した理由＞ 

水源の森づくりを開始した当初は、会員の山林を借り、放置林を広葉樹の森に転換する活動を

行った。設楽町西川の斉藤和彦さん所有の山林、続いて新城市作手の小河智彦さん所有の山林

を借用して水源の森づくりを行った。樹齢５０年ほどのスギを伐採し、広葉樹に変えるのは心が痛

む。先祖が植林したスギ・ヒノキを伐採して、山に放置する。山主に売らないのか尋ねると、儲けど

ころか赤字だという。木材価格が外材に押され、どうしようもないのが現状だということが分かった。 

間伐が進まないのは、間伐材が売れないから毎日の生活が成り立たなくなったという。植林した当

時は、間伐材の需要があって、それで生活できるという楽しみがあった。その後、建築・土木で使う

材料が木材からコンクリート、鉄などに変わったということもり、間伐材の需要がなくなったこともあ

る。 

森を再生する会が放置林を購入し、水源の森づくりをはじめる 
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一般的には山主にとっては、水源の森づくりは、利害が反する。生活の足しにならないのだ。 

「水を使う者が自ら水をつくるべきである」とは、初代明治用水理事長岡田菊次郎翁の言葉で、

翁は、実際、長野県平谷村・根羽村の水源地に山林を購入している。私たちも翁の教えに則り、設

楽町納庫に２ヘクタールの山林を２００万円で購入。水源の森づくりを始めた。４０年生のスギ・ヒノ

キの放置林を会員で伐採、広葉樹を植樹している。 

 

 

植樹活動も間違えば自然破壊につながる。植樹は生態学者である宮脇先生の 

「ふるとの木によるふるさとの森づくり」の理論に基づいて森づくりを行っている。 

私たちの植樹活動に対して宮脇 昭先生から以下のようにメッセージをいただいた。 

（森を再生する会 4 周年記念パンフレットより抜粋） 

 

女性・子供でもで

きる巻枯し間伐の

試 み 、 間 伐 の 効

率化を図った。 

植物生態学者宮脇昭先生からいただいた激励のメッセージ 




